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カ ン ボ デ ィ ア 踏 査6000粁

佐 藤 孝

昭和32年1月16日 神戸出帆,29日 バンコックに着 く.公 用パスポー トでない上,ダ イの日本

大使館への連絡が遅れたため,携 行 したオー ト三輪車 を初め,調 査に必要な器材のタイ国内持

込が困難 となつたが,大 使館の特別の斡旋により漸 く許可,更 に日本の三輪車運転免許証によ

りタイ国の免許証 を取得,仮 自動車番号等の交付 を受けた.勿 論全て何がしかの現金 を握 らせ

ない とスムースに運ばない.実 に不愉快であり,又 この国の政情の不安定 さを思わしめた.こ

の時か ら半年の後にクーデターの起つたことは当然のことのように思われる.2月6日 バンコ

ックをあとにカンボディアに向う.広 漠 とした水田地帯は刈取がすみ,高 刈 された水 田跡 に

は,水 牛や黄牛が放牧 されてい る.プ ラチンに1泊,国 境の町アランヤプラテ トに向う.丈

の低い疎林や竹林で殆ん ど耕地 も人家 もないところが百数十粁 も続 く.2月8日 アランヤプラ

テ トからカンボディアに入る.何 の天然の境 もない国境の遮断機の下 を越えると,不 思議 と顔

立 も言葉 も違 うカンボディア人,そ での下が公然 と行われたタイに比べ純朴 な感 じのカンボデ

ィア官吏,赤 と青の中央にアンコールワットを配 した国旗が沢山ひるがえる新しい独立国に入

つた印象は まことにすがすがしい.海港 を持たないカンボディアに入 るには,タ イか南ヴ ィエ ト

ナムを通過しなければな らない.南 ヴ ィエ トナムの税関は更に悪名高い.目 下 フランスの手で

建設中のカンボディアのコンポンソム海港が完成すれば もつ と気持 よく容易にカンボディアに

入 ることが出来 るだろ う.

シソホンの町に向 う道の両側は焼けつ くように暑い疎林地帯で,チ ・一クの若木等が乾燥期に

入つたためすつか り落葉 している.道 路は急に悪 くなり,大 きな砕石が敷かれている.こ こを

過 ぎると禾本科の草原がつづき,墓 石の様な白蟻の塔が沢山立つている.遠 く黒煙が上つてい

るところをみると村があるようだ.殆 んど人影を見ない.こ こか ら奥へ反政府の自由カンボデ

ィア軍が逃げこんでいるということだつた.シ ソホンを過ぎると一面の水田地帯で,こ こはバ

ッタンバンを中心 とするカンボディアの穀倉である.タ イと同様高刈されたあとに水牛,黄 牛

が放牧 されている.

水田跡の水溜 りに白いツル(?)が 下 り立つている.稲 の苗 を喰害するカニの一種 を食べて

くれる益鳥 らしい.乾 田のいたるところに穴があいていて,こ のカニが穏れている.大 きな角

を水平にしてユウユウと水の上に体 を露 している水牛の背中に白サギの様な鳥が とまり,背 中

にのつた泥の虫 をとつて食べている.漫画的な風景である.水田には到るところに大木が立つて

いる.人 や牛の憩いの場所になるのか,境 界か何かの目印になるのか.し ようしやな道標が1

粁おきに立ち,正 しい距離 を示 してくれ る.と ころどころにある銃眼のついた監視哨も今は朽

ち,独 立への戦いの想い出 を残している.バ ッタンバンに1泊.こ こにはカンボディアに3つ

しかない高等学校の1つ があり,そ この学生がいろいろ世話 して くれた.友 人が目下 日本に留

学中で,自分 も来年は留学 したいので日本語 を勉強しているとのことで,日本語のいい入門書を

慾しがつていた.高等学校では全てフランス語で教育されていたのだが,最近急速に英語教育が

盛んになり,この青年 も習い始めてから2年 足 らずというのに上手に話した.日本ではエンジニ

ャ^.の勉強をしたいとのことだつた.その後,日 本留学を望むカンボディアの青年数人にあつた

が,皆 エンジニャーになりたいと云い,農業を勉強したい と云 う者がいなかつたことは,農 業国

カンボデ ィアにとつて大いに考えさせられることである.日 本で産婆の勉強 をしたいとい うヴ

ィエ トナムの娘や,皮革製造の技術 を習いたいという華僑青年等の現実的な希望 と,カンボディ
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アの現状 でエ ンジニャーにな りたい とい うカ ンボデ ィア青年 の夢 を思い合せ ると興味が ある.

バ ッタンバ ンを発 ちプルサ ッ トに一泊,こ こで全 く意外 な人物 が訪 ねて来た.も と日本軍で

働いていた 日本名 トラゾウ とい うカンボデ ィアの下士官で,子 供 の名 前 も ミカ ドと日本名 をつ

けてい るとか.な か なか分 りに くいが,と にか く日本語で話す.ま た 日本人 の ところで働 きた

い と云 つていた.翌 日この父母妻子 に会 つた.父 は小学校の先生 で,月 給7,000リ エ ール(7万

円)と つてい るとの ことであ る.ど うもこの国の人 は,人 物 を判断す るのに,サ ラ リーの多少

を目度 とす るように思 えた.地 位が高 く月給 が多 い人 は偉 い人,す なわ ち尊敬 すべ き人 とな る.

「あなたの 月給 はい くらか」 と聞かれたので,一 寸考 え,14,000リ エ ール と答 えた.大 学だか

ら小学校の先生の2倍 に しておいた.3,000リ エ ールなん て本当の ことを答 えた ら,こ の兵隊の

給料 より低い こ とにな り,と たんに軽蔑 されそ うだつたので.

プ ノンペンに近 づ くにつれ交通 量 も多 く,バ スの屋根 に荷物や,時 には人 まで も満載 し,100

%利 用 してい るのは面 白い.そ れでいて70～80粁 の ス ピー ドで走 る.2月10日,首 府 プノンペ

ンに着 く.プ ノンペ ンは人 口20万 とも,40万 と も,又60万 と も云 われる近代的都市 で,美 しい

マホガ ニーや タマ リン ド,マ ンゴーの並木 が 日蔭 をなし,火 焔木やブーゲ ンベ リャの美 しい花

咲 く街 で ある.メ ー コン河 の畔 にあ る白璽 の王宮 は もやが立 ちこめた ように美 しい.ど の家 に

も国王 の御真影 と王子 シァヌー ク殿下 の写真 が飾 られてい る.シ ァヌー ク殿下 は国民 の信頼 を

双肩 に担 つて立 つ稀代 の英傑 といわれてい る.街 の大 半は華僑が 占め,そ の他 ヴ ィエ トナム人,

フ ランス人,イ ン ド人等 が住 み,カ ンボデ ィア人は粗末な家や軒下 に住んでい る.ど れが純 粋

のカンボデ ィア人か最初は一寸見わ けがつか なかつた.街 角に屯 して客 を待 つてい る沢 山の シ

クロ(リ ンタク)の 運転手,赤 や青,黒 のベ レー帽 を被つた兵隊や巡査 が 目につ く.こ れ は間

違いな くカンボデ ィア人 であ る.東 南ア ジアの他 の国 と同様,カ ンボディアも経済 は完全 に華

僑に握 られてい る.立 派 な病院 があ るか と思 うと街頭 の歯医者が金銀 や赤,緑 色 の義歯 を入 れ

た り,抜 歯 をしてい る.街 の中心に大 きな市揚があ り,そ の附近は夜中 も殆 ん ど休 む ことな く

田舎 か ら車がいろい ろの物質 を運んで来 る.丁 度果実の多い時期 で,バ ナナ,パ パヤを初 め,

マ ンゴー,マ ンゴスチン,ド リアン,竜 眼,パ ラ ミッ,サ ワサ ップ,パ インア ップル,サ ポジ

ラ,み かん類が氾濫 してい たが,嘗 ってジャバや シンガ ポールで味つた ものに比べ ると味 も外

観 も劣 るよ うだ つた.西 瓜 も沢 山あつたが糖度6～8度 で水つぼい ものばか りであつた.馬 鈴薯

や玉 ネギは輸入 され るが,日 本 でみ る野菜 は ソラマメ,ゴ ボウを除 き大抵 の ものがあ り,特 に

レイシ,ト ウガ ンの立派 なのに驚いた.プ ノンペ ンを起 点として カンボディアの全 州(14州)

を オー ト三輪車 を運転 して調査 した.

農 業関係の試験機関には,プ ノペ ン周辺に農林省 の研究所,果 樹 の試験場,胡 椒の試験揚,

獣 医関係の研究所,農 学校(2年 制)が ある.地 方には コンポ ンチャムの試験揚,シ ェム レア

ップの灌概試験地,バ ッタ ンバ ンの稲作指導農揚,稲 の品種改良所,プ ルサ ッ トの試験地,ボ

コールには シァヌー ク殿下 がひ らいてい る高冷地(約1000米)疏 菜園芸学 校があ る.

これ らが どの ような仕 事 をしてい るか詳 しくは述べ ないが,バ ッタンバ ンの稲 品種改良所以

外は何の仕事 もしていない し,た とえしてい ても何か ピン トの外れた ことだつた.農 民 の技術 の

向上 とか,増 産に対す る働 きか けは何 も見 られない.140点 ば か り集めた米 も品種改良所 か ら

もらつた もの以外 には,1つ も品種 名のあ るものが なかつた.農 民 も亦農民 で増産 意慾 がない.

雨 量の多 い南部 のタケオ州には2毛 作が行われてい ると聞いたが,実 際 みた ところでは,湛 水

されてはいたが2毛 作 をしている様子 はなかつた.他 の地方 は乾燥期 で乾 ききり・瘡せ きつた

土地 が多 く,反 収僅 か5～6斗 の低 い収量 に甘 ん じてい る.籾 は全部 といつていい位華僑が買上

げ る.而 も青 田売或は まだ作 る前か らカ ンボデ ィアの農民 は借金す る.米 の買上価格 は華僑 の
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思 うままになる.増 産すればそれだけ安 く買上げ られるだろう.こ の組織では増産意慾 も起 ら

ない.農 民が技術指導に欠けていることは,稲 以外の作物の栽培で一層痛感する.同 じ畑に西

瓜,南 瓜,キ ウリ,ト マ ト等 を混ぜて,雑 然と栽培していた り,と にかく技術以前の状態であ

る.

もともと農業関係ばか りでなく,カ ンボディアの高い地位にある官吏はフランスの大学等に

学んだ人が多い.優 秀とい うより名門や金持のゆえに留学できた人であるため,ど うも国民の

ためとか,国 の将来 といつたことを考 えず,自 分の地位なり財産 を守 ることにのみ関心のある

人が多いのではないかと感 じられた.

これに引 きかえ,華 僑(潮 州系)は都市近郊に疏菜園,果 樹園をもち整然と栽培している.乾

燥期には灌水がなかなか苦労で,華 僑は如露になつた重い水桶 を担 ぎ畦間を歩き乍 ら朝夕2回

の灌水 をする.又 川から水車で水 を引いて来て灌水しているところもある.カ ンボディアで2

～3回 見受けた化学肥料(硫 安)も これら華僑が使つているものだつた.南 部海岸近 くの胡椒

畑 も殆んど華僑の手になるもので,誘 引と収穫に労力 を惜 まず励んでいる.

この様にカンボディア人は全 く怠け者で,察 しが悪 く,無 能のようであるが,決 して軽蔑出来

ない国民である.実 に好人物で表裏のない,自 分の欠点をよく辮え,善 悪の解る純真な民族で

ある.こ れには仏教の教化が大 きいと思う.ポ ロの着物を着,あ ば ら屋に住み,ま ずい物を食

べていて も,寺にだけは充分献金する.一 ・寸 した町にも立派な寺がある.寺には寺小屋があつて

子供 を教育している.田舎に行つても文盲の少いのは僧のおかげであろう.しかし勿論自然科学

的な教育ではない.地 球が円いことを知 らずに上の学校に進む者があるときく.頭 のよい者は

多 く僧になる.小 乗教は戒律厳しく独身で子孫 を残 さない.遺 伝的にいつてもカンボディア人

は益々頭脳が低下 して行 くことになる.仏 教は国民に大 きな教化 を与える半面,カ ンボディア

の産業にはブレーキをかけている.然 し僧が全部産業に無関心なわけではない.カ ンボディア

独立の志士,ダ ルマワーラ ペロン大僧正はカンボディア第一の高僧であり,2回 日本 を訪ねた

親 日家であるが,カ ンボディアの産業発展や社会問題の改善に大 きな情熱 をもつてい られる.

民主教育協会の宮崎氏から予め紹介 されていたので,6回 程訪ねる機会があつた.私 がカン

ボディアを廻つて感 じたことをいろいろ卒直に述べた.換 金作物(経 済作物)の 非常に少いこ

と,1本 の油ヤシも,カ カオも,コ ー ヒー一 僅かはあつたが一 もな く,僅 かの甘..も 子供が

しがむ程度で,コ コヤシも熱帯の景観を引 き立たせているにすぎない.も しこれ らの作物の栽

培が試みられ,環 境の不適その他で失敗 したのな ら,1本 位はエスケープして見 られるものな

のだが,1本 もないことは未だ嘗てこれらが試みられなかつた証拠である.南 部カンポッ ト以

西の南斜面は雨量多 く大森林が覆つている.又 コンポンスプウ西方の大森林は,コ ンポンソム

の海港開設に伴い,経 済価値の高 まること必至で,キ リロムの水源を利用すれば一大農地 とな

るだろう.又 ス トン トレン以東の大原始林はメーコン河及びその支流 を利用すれば,各 種作物

の大規模なプランテーション適地 となるだろう,と 云つた様な意味のことを話 して大いに共感

を得た.

カンボディアには全 く経済作物がないわけではない.コ ンポンチャムを中心とするゴムのプ

ランテーションは世界一の優秀なものである.こ れは,こ の附近に点在する赤土地帯の土壌の

肥沃 さによるといわれている.現 在赤土地帯はどん どん開墾 され,芽 接 ぎされたゴムの苗が植

えられつつある.こ この労働者は主にヴィエ トナム人とい うことである.

カンボディアの開発が遅れていた理由は,フ ランスの植民地政策にもよるが,ハ ノイやサイ

ゴンを中心 とする北,南 ヴィエ トナム,交 趾支那が地理的にも,又 安価にして勤勉な労働力 を

得 る上にも,先 ず開発 し易かつたためで,カ ンボディアまで手が伸びなかつたもの と思 わ れ
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る.カ ンボディアの自然環境が開発,特 に農業開発に不適だつたとは思われない.

カンボディアを廻つて意外に感 じたことは密林の少いことである.ニ ューギニァやボルネオ

の様に密林に覆われているところは少い.チ ークその他の落葉疎林で,道 路か ら見渡せ る範囲

には余 り大木 もない.表 土は雨で流 され,農業上全 く価値のない土地が多い.この疎林が突然線

を引いた様に密林に変るところがある.こ れは土質や水質の関係ではな く,山 地蛮(モ イ族一

一カンボディアでは全て山地蛮 をプノン族 という)が 焼畑をして放棄したための人為的な原因

によるものの ようだ.プ ノン族は今なお東部の山地帯に住み,山 林 を焼 き払つて陸 稲 を栽 培

し,毒 矢で野牛や鹿 を射殺 して乾燥肉を作 り,原 始的な生活をしている.私 が悪路 をつ き困難

して訪ねたプノン族の部落は何れも20数軒から成 り,牛,豚,ニ ワ トリ等 を飼い,米 で造つた

酒の入つている大 きな壷に,細竹 を入れて酒 をのみ,数個の ドラを調子 よく鳴 らして楽しんでい

る.家 も人も割合清潔な感 じがする.顔 立 ちや肌の色も全 く日本人に似ている.鉢 巻をし揮 を

しめているのも我々に一層親近感を与える.彼 等の唾のついた細竹に口をあてて一口吸つた酒

の味はやや辛 く,ア ルコール分は相当強いようだつた.カ ンボディア政府は彼等に正しい農法

を説 き,焼 畑農法を止めさせ ようと努力はしているようであるが,成 果は疑わしい.カ ンボデ

ィアの大 きな潜在地力はどんどん彼等によつて失われて行 く.

密林疎林の林産資源も,現 在僅かの木材 とカンボディア漆,松 脂等樹脂が採取 されているに

すぎない.有 用材は少いようであり,又,運 搬が困難である.プ ノンペンのメーコン河に面す

るところには華僑の製材所が沢山あり,上 流から筏で流 されてきた材 を製材 している.ス ノウ

ルの近 くではフランスと ドイツ製の製材機 を備えたカンボディア人経営の製材所が珍 しくも見

られたが,立 派な機械の割合にはカンボディア人労働者の能率は悪 く,華 僑製材所にみられた

ような活気がなかつた.キ リロム高原(約700米)の 松,コ ンポン トム東北方の平地で強い酸

性土壌(pH約4.0)の 雑木林の中に見出された沢山の松の木は,パ ルプ資 源に役立つかもわか

らないが何れも運搬が困難である.天 然のカンボディア漆の採取もきわめて非能率的である.

黄牛100万 頭,水 牛40万 頭 といわれるが,こ の数字は余 り当にはならない.沢 山いることは

事実で,乾 燥期に水田跡地の稲藁を食つている黄牛,疎 林の僅かに芽生えて来た禾本科の下草

を食つている黄牛,何 れも瘡せて骨ばつている.雨 期には水 田地帯の黄牛は恐 らく疎林地帯に

放牧 されるのだろう.黄牛に比べ水牛は皆丸 々と肥つてい るのは一寸不思議なようである.真黒
9

い汚い体に唯1ヵ 所美 しい部分がある.尻 尾の下か ら下腹部にかけて水 々しい桃色 をしている

(揮でも締めて隠 してや りたいような気がする).白 い水牛もよく見かける.野 牛 もおり,2

種類の角 を持 ち帰つた.こ れは家畜の牛とは自然交配しないようである.豚 は華僑やカンボデ

ィア人,プ ノン族に飼われている.農 家では飼料にバナナの茎一 葉鞘一 を小 さく刻み,こ

れと小米や糠 をまぜているのを見受けた.鼻 の長い,腹 部を地にするようにしている原種的な

ものから,バ ークシャー系のものまで種 々雑多である.南 方に多い野猪がいない ようなのは一

寸意外であつた.山 羊と,こ の暑さにも拘 らず深 く毛におおわれた緬羊 とは各地で見受けられ

る.数10頭 群 をなしていることが多い.馬 は体躯は小型であるが暑さに強 く,馬 車 を引 き炎天

下 を走つている.ニ ワ トリ,ア ヒルも多 く,特 にアヒルは集団 をなして水溜か ら水溜へと飼わ

れているのを見受 けた.密 林地帯ではよく野難に出会 う.真 赤な トサカ,黒 地に金色がかつた

羽をつけ,近 よると高 く舞上つて森林の中へ逃げ去る.森 の中からトキをつげる声 を聞いた時

は何とも云えぬ変な気持になつた.犬 の多いのにも驚 く.

これら多 くの家畜も,豚,ニ ワ トリ,ア ヒルの他は殆んど肉は利用 されず,皮 工場 もプノン

ペン近郊に華僑の経営するヤシの葉葺 きの貧弱なものが9軒 あるだけで,そ の1軒 は機械化 し

ているとい うが,大 きな機械には埃がたまり,充分使いこなしていないようであつた.こ の9エ
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場で処理 される皮の数 も僅かであ り,乾 皮として も輸出 され るだろうが,ま だ まだ利用はほん

の一部ではないだろうか.勿 論,こ れ らの工場産の皮製品は,タ ンニン繰のものもクローム繰

のものも質が甚だ悪い.な おこれ らの工場で使 うタンニンの原料は,カ ンポット州の海岸地帯

に自生するマングローブの樹皮である.

カンボディアには工業 らしい ものは極 く僅かで,紡績 コニ場が一・つ,こ れも原料の綿は輸入に よ

つてお り,各 地でみるカラボニウム棉は生垣用にすぎない.な おカンボデ ィア人は家内工業的

にハタオリをする.カ ンボデ ィア産 のタバコを使つたタバコエ場が一つ.勿 論,こ れだけでは

とてもカンボディアの全 タバコ需要量をまかなえず大半は輸入による.貧 しい者はカンボディ

ア産の刻みタバコを紙に巻いて喫 う.マ ッチエ場が一つ,ヤ シ砂糖の精製工場が一つ一 と云

つてもカンボディア人が扇ヤシか らとつた砂糖 を丸い形に作 る程度一 ある.こ れらは勿論華

僑の経営になるものである.木 炭焼,煉 瓦作 りも各地で行われている.こ れも華僑やヴ ィエ ト

ナム人のものが多いようであつた.

最近 メーコン河開発計画 とい う問題 をきく.メ ーコン河は印度支那3国(ラ オス,カ ンボデ

ィア,南 ヴ ィエ トナム)に とつては非常に重要な意義 をもつ.海 港 をもたないカンボディアに

とつて,メ ーコンは唯一の海に出る水路である.海 か らの物資,奥 地からの物資の輸送路 とな

る.ただ クラチエ北方の浅瀬が,乾 燥期に於て上流 との交通を遮断する.国境近 くのラオス領の

コンの滝は何百万キロワ ノトかの水力発電が出来 るといわれているが,カ ンボディアの中心地

帯か ら遠ざかつてい る為に実現 されない.雨 期には,か さの増した水は トンレサップに逆流 し,

メーコンのデルタ地帯 を洪水か ら防 ぐので,天 然のダムといわれる.広 さ,び わ湖の4倍 とい

われる トンレサップはこの為,更 に4倍 に膨れ上 るという.淡 水魚,年10万 トンの水揚がある

トンレサップは,カ ンボディアのもつ宝庫である.洋 々たる眺めは湖 よりもむしろ大海であ

る.し かし水は赤 く濁 り,浅 く,湖 岸から3～4粁離れたところに も水上部落が立つている.こ

の部落にはヴィエ トナム人や華僑が住み,漁業に従事 してい る.こ こでもカンボディア人は,こ

の利益の多い仕事に貢献 していない.獲 れた魚は塩干魚にして国内消費の他,シ ンガポール,

香港方面へ輸出されるとい う.又,ニ ョクマム(魚 醤)や 魚のペース トに加工 され,強 い異臭

にも拘 らず美味の故に印度支那では重要な調味料 となる.初 めて食卓に出されたとき,か ねて

聞いていたその臭気を嗅こうとして鼻 を近づけた ら,カ ンボディア人に,に おいは悪いが味が

良いか ら,味 だけ味わえといわれた.ア ミノ酸醗酵 をしたこの味になれると,な かなか美味で

あり,滋 養に もなる.原 料の塩はカンポット東部の塩田で華僑の手によつて作 られる.

今なお辺境の地には反政府の自由カンボディア軍がおり,m々 大がか りの盗賊的な徒輩 も

い るときく.自 由カンボディア軍について詳 しいことは知らないが,今 の政府が多分に貴族政

治的であ り,大 多数 の国民の幸福 を計つていないという点に不満をもち,民 衆 を救 うことを標

ぼ うしているとのことで,今のところ,共産国との関係はないようであるが,将 来これとのつな

が りが出来る可能性は多分にあるのではないだろうか.各都市に軍隊が駐屯し,更に僻地には小

部隊が分遣 されている.特 に橋や,渡 しのような要所には監視哨 を設け,銃 剣 をつけた兵が立

つているが,家 族 も一緒に住み,軍 隊とい うより,小 さい村があるようだ.然 し屯田兵のよう

には農耕 もせず,全 く消費一方の今の制度は一考を要する.自 由カンボディア軍は北西のタイ

国境に近 く,又,ボ コー一ル北方の山中に逃げこんでいるというが,今 のところ大きな動 きはな

さそうである.私 が三輪車を乗 り入れ,身 の危険 を感 じたことは一度 もない.勿 論一旦危険に

遭遇するまでは,そ ういつたものなのか も知れないが.貴 重な物や銃等 を持たないことも反つ

て心安かつた.内 地で恐しい と聞いていたプノン族は,実 に愛すべき蛮人であつた.

この中立を宣言している新独立国に,米国をは じめ,フ ランス,ソ 連,中 共等が多額の経済援
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助,技 術援助 を行つている.殊 に米国の援助は多 く,橋 梁,道 路建設等に大活躍 をしている.

米国の援助物資には必ず,模 様化 した星条旗のマークが入つてい る.農 業部面にも多 くの援助

がみられ るが,理 解 し難い援助の仕方が多いようだ.例 えば,非 常に瘡地の水田地帯 を水田2

毛作にするため,乾 燥期に大きな沼の水 を灌概する一大工事 を起 している.ブ ル トーザ群は米

国の機械力 を誇示 しているに過ぎない.又 海岸近 くのスロープにココヤシを栽えるために林 を

伐 り開き,ブル トーザで清掃 し,トラクターで全面耕起 をしている.一一雨降れば表土が流れ,ヤ

シ園にも殆んど間作しないカンボディア人のことであるから,や がて雑草に覆われてしまうだ

ろう.

色々の本 によるとカンボディアは悪疫痒腐 の地 と云われている.ド ラポル トの 「カンボディ

ア紀行」を読んで も,探 検隊員が悪疫に倒れる苦 しみが書かれている.し かし今のカンボディ

アは必ずしも悪疫癖腐 の地 とは思わない.か つて暮 したニューギニア地方に比べれば遙かに健

康地といえる.マ ラ リアも永い乾燥期で,蚊の生育に適しないためか,平地帯にはないようだ.

畑作地帯 に行 くと,よ く腹の大 きい子供に出会 う.指 で押してみると,皆やわらかい.こ れが固

いとマラリアのしようけつ地帯で,脾臓肥大 を起 している.柔いのはイモ類等澱粉の過剰摂取に

よるらしい.暑 い炎天下で,乾 燥した水田跡の白 く濁つたたまり水や池の水 を農民は手です く

って顔や頭の汗 を洗い,つ いでに飲んでいる.ア メーバ赤痢等消化器の伝染病 も少いようであ

る.然 し一旦雨期にでも発生すれば衛生思想の低い国であり,蔓 延するであろう.農 村には切

傷の化膿 している者が多い.ペ ニシリン軟 こうを塗つておくと,次 に来た時は治つて喜んでい

る.効 き目が実 に鮮か.10才 位の子供が全身ひどいカユ ミを催す皮膚病 に冒されていた.手 の

皮は硬化 している.然 し伝染力は弱い らしい.只 その子1人 だけであつた.ラ イ病のように全

身白くふ くれ上つた子供?が 家の中で寝かされているのを見た.或 村では子供の眼病がひど

かつた.恐 らくトラコーマだろう.目 薬 をつけてやると,次 か ら次と集つて来た.親 が汚い指

で兄の眼を押し開 き,同 じ指で妹の眼を押し開 く.眼 険の裏側は紫色になつている.大 人にも

悪い老がいた.僅 かの目薬はす ぐつきて しまつた.の どのふ くれ上つた男をよく見かけた.何

か風土病 であろうか,ヨ ー ド不足にもとつ く生理病であろうか.奇 型の人が多い,と 云 うより

はカンボディア人は奇型の人自身 も別に恥か しがる様子もなく外 を出歩 くのでよく目に付 くの

だろう.衛 生施設,病 院 といつたものは誠に不完全のようである.一 寸 した町には赤十字のマ

ークの入つた診療所があり,医 者(正 しくは看護士 とでも云 うのか)が お り,薬 品を置いてい

る.注 射薬 なんかもあるが,ど の程度の活動 をしているのか甚だ心許ない.プ ノンペンには大

きな公立病院が2,3,あ る.華 僑,仏 人,ヴ ィエ トナム人,カ ンボディア人等の個人病院,医 院が

ある.パ リ医学博士等の看板がかかげてあつたりするが,ど うも余 り親切ではない.急 病で夜

往診を頼んでも,「何故昼の間に来なかつた」と断 られて しまう.土 曜午後から日曜にかけ,プ

ノンペンの医者の大半は ドライブで リクリェションに行つて しまい,町 の医者は殆 ど留守にな

る.1回 の往診料4000～5000円,盲 腸手術で1週 間も入院すれば15万 ～20万 円位取 られる.

医薬分業で,一 寸睡眠剤や風邪薬を買 うにも1500円位の診断料 を払つて処方せん を書いて もら

う.薬 が又高 く,薬 局も日曜は殆 ど休みで,急 病には聞に合わない.薬 はフランス製が多 く,

武田の薬 も多少入つているようだつた.個 人医院は設備が不完全のようである.或 る華僑の医

者は中国語の他,フ ランス語,ヴ ィエ トナム語,英 語 をよく話していた.幾 ら腕があつて も先

ず語学が堪能でなければならない ようだ.農 民は色々の草 を薬用にするが,カ ンボディア語の

知識が不充分のため詳 しくは聞けなかつた.ク ラチエ東方の農村で,移 動映画班が衛生思想普

及映画をやつているのには驚いた.美 しい天然色のマンガで,恐 らく米国で作つたのではないん

か と思 う,カンボディア語の トーキーで寄生虫に関するものだつた.画面にでて くる顕微鏡なん
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か恐 ら く,農 村 の人 に理解 で きない シーンが多い のではないか.映 画は映 画,現 実 の生活 は生 活,

全 く切 りはなれた もの ではないだろ うか.私 達が 月世界 の物語 を トリック映画で 見る ように.

カ ンボ デ ィアには井戸 が無 い と聞いていた.農 家 には大 きなカ メが あ り,こ の水 を使 つてい

る.し か し村 に入 る と必ず井戸 か池 が あ り,こ の水 をカ メに運んで溜めて お く.セ メン トの円

い枢 の ある井戸 もあ り,木 を組 んだ四角い枢 もあ り,た だ土 を堀つただ けの井戸 もあ る.地 下

水 位 もまち まちで,地 表 か ら僅か2～3米 の ところに水 面の ある こともあ り,10数 米 の深 い揚合

もある.勿 論雨期 には,ぐ つ と地下水 は高 くな る.ど の井戸水 も程度 の差 こそ あれ,白 く濁

り,な ま温 い.四 季 の気温 変化の少 ない ため水温 も変 らない訳で ある.カ ンボデ ィア人 は工夫 や

生活 の改善 を計 ろ うと しない.毎 日数 十回,数 百 回 とな く汲み上げ る井戸 に,ハ ネツルベのあ る

ところは少い.竹 や縄 の先 に桶 をつけ,汗 水流 してた ぐり上 げてい る.水 を汲 み上 げ る池 では

カ ンボデ ィア人 の女 が,踏 み外せば転落 しそ うな足 場 を,腰 で調子 をとりなが ら水 桶や カメ を

頭 に載せ て上 つてゆ く.華 僑 の井戸はハ ネツルベで,中 々合理 的 な生活 をしてい る者が多い.

コ ンポ ンチヤムの農林 試験 揚 では赤土 に堀 つた井戸で,丸 い木 に縄 をまき,手 回 しハ ン ドルで

10米 の深 さか ら水 を汲み上げ てい た.赤 土 で も水 の色は殆ん ど澄 み きつていた.井 戸水 のpH

は まちまちで5.6～7.0の 範 囲で あつた.乾 燥期 で も,堀 れ ばい くらで も水 が ある とい う印象 を受

けた.

カ ンボデ ィア人 は余 りスポー ツ をしない.す るだけの気分 的な余裕 もな し,適 当な指導 者 も

いない よ うであ る.し か し華僑は盛ん にスポー ツを楽 しむ.蹴 球,バ スケ ッ トボール,バ レー

等 球技が得意 の ようで,蹴 球 の遠征軍 を香港 や中共 に送つ てい る.「 高棉(カ ンボデ ィアの こ

と)足 球隊訪華第 弐侯再敗 」 な どの新 聞記事 も見 られ る.カ ンボデ ィア政府 に招 聴 され た講道

館 の森岡五段 は柔 道連盟 の師範 として,フ ランス人,華 僑,カ ンボデ ィア人,ヴ ィエ トナム人等

の柔道愛好 家 を指導 してい る.技 のみ な らず柔道精神 の鼓 吹練成 に努 めてい られ る.ス ポー ツ

クラブの会 員のみが,プ ールや テニス コー トの使 用 を許 され る.縄 飛 びやハネ ツキ,タ コ上げ

といつ た 日本 の子供 の遊 びに類 す る もの を楽 しんでい るカンボデ ィア人 の子供 はみか けなかつ

た.汚 い ドロ沼で水浴 び してい る農村 の子供 は多い.

カ ンボデ ィアは周年暑い.一 番涼 しい11～12月 で さえ26°C位 を示 してい る.2,3,4,5月 は最

も暑 く,し か も1957年 は16年 振 りの暑 さ と言 うことであつた.室 内の気温 は大体31°C位 で,日

本 の盛 夏 よ り,か えつ て低 い位で あるが,暑 さは実 に耐 え られない程 で ある.こ れ で も乾燥 期

で,湿X70°ro位 で あるので蒸 し暑 さが ないだ け楽 である.海 か ら200粁 離 れ たプ ノンペ ンでも,

1日 の気温 の変化 が少い.午 後4時 ～6時 が最 高で,31°Cあ る と,夜 中の12時 で も30.5°C位 あ り・

一番涼 しい早朝は30°C位 で
,1日 の較差 は僅 かに1°C位 であ り,こ れ が一一層暑 さを感 じ さ せ

る.夜 の安眠 が とれ ない ことが体力 の消耗 を大 きくする.水 道 の施 設が貧弱 なため暑 い盛 り・に

断水が起 る ことが多 い.カ ンボデ ィア政府 がキ リロムの高原都市建設 を日本 に依頼 して来 た気

持が分 る.南 方 の国 々には植民地時代か ら避暑地 があつた.ブ イ リッピンのバ ギオ,南 ヴ ィエ ト

ナムの ダラッ ト,ジ ヤパのバ ン ドン等 は何れ もよく耳 にする有名な高原 都市 である.疲 れた体力

を癒 し,鈍 くなつた頭 の働 き を恢 復 するのに,こ の涼 しさが必要 で,こ れは白人 ばか りではない.

首府 プノンペンか ら120粁 は なれた キ リロム(歓 喜 の丘 の意)は700～800米 あ り,高 原 都市建

設 には格好 の高地 である.焼 けつ くような暑い水 田や疎林地帯 を通 りす ぎると大原 始林が展開

す る.道 路 の土 は急 に赤 くな り丁度赤土地帯 のよ うであるが,周 囲の森 の土 は灰色 をしてお り,

礫 少 く土 層が深 い.こ の灰色の土 を道路 に敷 くと風化 して赤褐 に変 るのではないか と思 う.こ

の密林 は相 当の巾 と長 さとを もつ もの の ようで,虎,野 象等 が棲 息 してい るとい う.不 幸に し

て野象 と虎 の糞,野 兎,野 鶏 猿,美 しい蝶 々の群 を見 たにすぎ ない。 この密林 を過 ぎる と相
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当急 な上 り坂 とな り,林 相は一変 し七疎林 とな る.赤 褐 色の枯葉 と紺 碧の空 は秋 を思わすが,

実 に暑い.オ ー ト三輪 のエン ジンをまたいだ足には45°C位 の熱 風が吹 きつ ける.こ の急坂 と子

供の頭大 の砕石 の敷 かれ た道 は ジー プの通行 を許 すだけであ り,勿 論,三 輪車の登行は初めて

である.ジ ープに も負 けない ダイハ ツ三輪車の力に,同 乗 のフ ランス将 校 も驚 く.然 し2本 橋

には困る.1枚 の板 を真中に渡 し,危 険 を冒 して通過す ること数度.カ ンボデ ィアの奥地 に行

くと度 々この2本 橋 に遭 う.川 巾の狭い場合は三輪車の横 に結 び付 けて携行 してい る板 を外 し

て之 を渡 して通過 するが,広 い場合は涙 を呑 んで引 き返 さねばな らなかつた.ス レポ ック,コ

ンポン トムの東北方,カ ンポ ッ トの西等全 てこ う云つ た所 であつ た.林 相 が一変 して松林 に

なる.道 の なだ らかな起伏 を通 り,車 外 に出 ると冷気 を感 じる.こ れが北緯10° の熱 帯地 とは

思われ ない.水 の こん こん と湧 き出る清流 の近 くにテン トを張 り二夜 を過 す.こ の川 は大 きな

岩石が堆 積 し,岩 の間 か ら水 がほ とば し り出,間 もな く岩石 の下 に再 び消 えて しまい,又 数 十

～数百米下流 で流 れ出てい る.こ の水 は カンボデ ィアで一番冷 い水 で,22°Cで あつた.夜 は猛

獣にそな えて火 をたい たが,そ の火 も消 え,夜 中 目をさます と野獣 のホー コーが聞え る.鹿 ら

しい.朝 は霧 が立 ちこめ,太 陽が 白 く松の間に見 えか くれ し,冷 気 が身 に泌 み る(20°C).太

陽 が高 くな るにつれ澄 み切 つた青空 があ らわれ,鳥 のさえず り,美 しい蝶 々の輪舞,苦 しかつ

た昨 日までの暑 さを忘れ させ る.道 路 を改修 し,家 を建 てれ ば,仕 事 に疲れ たカ ンボデ ィアの

人 々の憩 いの揚所 とな り,更 に病 院 を建 てれば,む しば まれ た身体 の恢復 には誠 に よい保養地 と

なるだろ う ・しか し現政府 はキ リロムの都市建設 は有産階級 の利用の みで,カ ンボデ ィア大衆

の手には届 かない もので ある との理 由で反 対 してい る.日 本の援助は もつ と有意義 に,カ ンボ

デ ィア人 の広 く利 益 となる もの,例 えば農事試験揚 とか道路,浄 水 場の建 設に当て るべ きだ と

主張 してお りキ リロムの計 画 も流れ て しまつ た.

岸 首相 が東 南 アジア諸 国 を訪ね,技 術援助 を約束 して帰 られた.カ ンボデ ィアだ けを考 えて

も,こ れ をどんな形 で もつてゆ くか難 しい ことであ り,更 に成果 を上 げ ようとす るのには更に

更に難 しい.金 と力 を無駄 に使わず,有 効 な技術援助が出来 るためには先ず カンボデ ィア人そ

の ものが もつ と勤勉 に努力す るように な らな ければな らない.常 夏 の気候 が人間 をナマ ケ者に

す るため とい う同情 は,同 じところで勤 勉に働 く華 僑 をみれば意味 のない ことが解 る.9世 紀

か ら11世 紀 にわた り偉大 なアンコール ワッ トやア ンコール トム を築 いた クメールの血 が一摘 で

も今 のカ ンボデ ィア人 に流れ てい るな らば,長 い植民地時代 の無気力 か ら目覚 めて くれ るので

はないか と思い,又 そ の 日の1日 も早 い ことを希 う.滞 在中示 され たカ ンボデ ィア人,華 僑,

ヴ ィエ トナ ム人等 の大変 な親 日感情 は忘れ られ ない.

5月9日 船長 の厚意 で浅野海運辰久丸 に乗 りプノ ンペ ン出帆,香 港に到 る.香 港 にて外国船

に乗 りか え,5月31日,140日 振 りに神戸港 に着 く.集 めた資料については専門別に 目下整理

中である.

終 りに本調査 に多大 の援助 をいただい たダルマワー ラ ベ ロン大僧正は じめ,ホ ー トンリプ

氏(農 林 省),ジ ュ ンパ ン氏(巡 査),オ ー コンホン氏(ク ラチエ華 僑理事 長)そ の他 カンボデ ィァ

官民の方 々,吉 岡大使 は じめ大使館 の方 々,鈴 木御夫妻(プ ノンペ ン美術 学校教授),青 木,馬 奈

木(日 南開発),井 上(東 銀),久 沢(大 南),駒 井(鹿 島),天 野(江 商),森 岡(柔 道師範),天

弘(浅 野),神 原(長 谷川),西 村(丸 紅飯田),鎌 谷(住 友),そ の他 日本商社 プ ノンペ ン駐在

の方 々,揚 金清(朱 潮豊),コ ラ ン(仏 軍将校)の 諸氏に深謝 します.又 協力 してい ただい た故

鈴木重通氏(大 使館)の 冥福 を祈 ります.

r会 誌 「熱帯農業」第1巻 第3易 及び雑誌 「農業技術」第13巻 第1
,2号 に掲載したものに若干加筆又は

削除した.




